
マチの歴史とたちばなどんたく
- おまつりの復活 -
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1966年 東急田園都市線・青葉台駅開業 (1961年成合駅として認可)
桜台団地竣工 / (1967年) 田園青葉台団地竣工

1969年 桜台ビレッジ竣工
1971年 たちばな台誕生 青葉台小学校創立
1977年 みたけ台小学校創立 (青葉台小学校分校として開校し、独立)
1978年 たちばな台第二公園 たちばな台第四公園開設
1981年 鴨志田第一小学校創立 (みたけ台小学校より独立)

たちばな台公園開設
1983年 たちばな台病院開業
1994年 横浜市青葉区制施行 (緑区・港北区より分離)
1998年 東名高速 横浜青葉インターチェンジ開通

東急ストアたちばな台店オープン
2004年 鴨志田地域ケアプラザ開設
2020年 首都高速 横浜北西線 青葉JCT開通

60年前

50年前

40年前

30年前

20年前

１.青葉区・たちばな台の歴史
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 江戸日本橋への行程は九里あまり

 村の広さ: 東西 わずか５町
南北 わずか６町

 四隣: 東 上谷本村
南/西 恩田村
北 鴨志田村 (同村内に成合村飛び地 現 成合町)

* 成合村は他村に比べ地形地勢に恵まれず極小村

 民家: 15-16軒 村のランドマークは子ノ神社 (現二丁目北側)

２. ふりかえり 江戸時代

3

ねのじんじゃ



 江戸安政 15戸 85人
 明治元年 14戸 91人 神奈川県編入
 明治4年 15戸 82人
 明治21年4月 市町村制交付
 明治22年5月 中里村に包括 13村

上谷本 下谷本 北八朔 小山 青砥 西八朔
成合 寺家 鴨志田 鉄 大場 黒須田 市ヶ尾

 昭和7年 19戸 118人

３.ふりかえり 成合の変遷
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 江戸 武蔵国 成合村

 明治元年 神奈川県 (都筑郡) 成合村

 明治22年 神奈川県 都筑郡 中里村 成合

 昭和14年 神奈川県 横浜市 港北区 成合町

 昭和44年 神奈川県 横浜市 緑区 成合町

 昭和46年 神奈川県 横浜市 緑区 たちばな台

 平成6年 神奈川県 横浜市 青葉区 たちばな台 ( 30周年)

４.ふりかえり マチの変遷
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 常設委員→区⾧→町内会⾧ (時代により呼称が変わる)

 明治時代 飯島、飯島、飯島、飯島、飯島
⾧野、飯島

 大正時代 飯島、渋谷、飯島、⾧野

 昭和時代 ⾧野、飯島、⾧野、⾧野、渋谷、今井、飯島
⾧野、渋谷、綾部 (初代たちばな台)

渋谷、飯島 (たちばなどんたく昭和５7年立ち上げ*)
* 飯島体育指導員/鈴木青少年指導員 ご尽力

５.成合 たちばな台 互助/指導体制の系譜
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 1966年に青葉台駅(1961年認可名は成合駅)が開業し環境が激変

 恩田町が青葉台、桜台(成合町の一部含む)等々への区画整理事業が進
む中、大激論の結果、3.5年後1971年に横浜市推奨の樹木名を冠した
たちばな台*へ町名変更 *左近の桜(魔除け) 右近の橘(不老⾧寿) 隣接 桜台とセット

 成合のランドマーク的「子ノ神社」を中心とする二丁目、および旧
来から成合を守ってきた住民
一方、東急電鉄や大手による(主に４号線東側)宅地開発が続き、東
京から転入人口が激増。一丁目の住民を主に 二丁目新興住宅世帯
と合わせて 一部から「流入人」と呼ばれ 町内融和が必要となった

６.たちばなどんたくのなりたち
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Appendix 1. 成合土地区画整理組合事業



• 江戸安政 15戸 85人
• 明治元年 14戸 91人 神奈川県編入
• 明治 4年 15戸 82人

 昭和 7年 19戸 118人
 昭和40年 19戸 112人
 昭和58年 1161戸 3769人
 昭和59年 1191戸 3846人

 現在 2700戸 6100人

7. たちばな台の現在

9



8. たちばな台全区域
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Appendix 2. 鎮守の森 子ノ神社 (夕陽の中で)



９.たちばなどんたく

注) 本説明資料は
「成合村風土誌」飯島利貞氏著作
「我が村と氏の源流を探る」綾部 宏氏著作
を参考に(一部引用)させて頂き、ヒアリングと
他の横浜市資料とﾃﾞｰﾀ等をもとに類推を含め
解釈を交えまとめたものです(R6年度町内会会⾧)



たちばな台全景
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